
第 26 回 

東北アルコール関連問題研究会 

青森大会 
 

東北の未来を変える挑戦 

～短命県返上とアディクション～ 
兼 アルコール健康障害対策基本法推進の集い in 青森 

 

日程：2014 年 10 月 25 日(土)～10 月 26 日（日） 

会場：浅虫観光ホテル 青森県青森市浅虫字坂本 51－1 

℡017-752-3355 FAX017-752-2335 

http://asamushi-kanko-hotel.com/ 
 

後援 
青森県 青森市 青森県医師会 青森市医師会 公益社団法人青森県看護協会 

青森県精神保健福祉協会 青森県精神保健福祉連合会 青森県精神科病院・診療所協会 

日本精神科病院協会青森県支部 一般社団法人日本精神科看護協会青森県支部 
一般社団法人青森県作業療法士会 青森県精神保健福祉士協会 青森県臨床心理士会 

青森県精神障害者福祉事業者協会 東北断酒連合会 青森県断酒連合会 
 

主催：東北アルコール関連問題研究会 

主管：第 26 回東北アルコール関連問題研究会実行委員会 

 



第２６回東北アルコール関連問題研究会 青森大会にあたって 
２０１４年１０月２５日 

 
 みなさん、こんにちは。第２６回東北アルコール関連問題研究会の開催にあたり一言述べ

させていただきます。 
 
 東北各県は平均寿命が下位に並んでいます。とりわけ青森県は全国最下位をキープして

いて、近年は官民あげて短命県返上の活動を展開しています。こういうことから今年の本

研究会のメインテーマを「東北の未来を変える挑戦～短命県返上とアディクション～」と

しました。 
 
 １日日の講演にはこのテーマに最適任者である弘前大学の中路重之教授に講演していた

だきます。 この講演を受けて、様々な短命県返上の取り組み（アルコール、タバコ、健

康づくり、自殺対策）のシンポジウムを企画しました。 
 
 また昨年の臨時国会の最終日に「アルコール健康障害対策基本法」が成立し、今年の６

月１日から、この法律が施行されました。アルコール依存症、飲酒運転、イッキ飲み事故、

DV など飲酒が引き起こす様々な問題に対して総合的に取り組む法律です。 
 今年の５月２５日には東京で「基本法推進の集い」が開催され全国から１１５０人もの

方が参加しました。国が基本計画を策定し、それに基づいて各当道府県も具体的な推進計

画を策定していきます。５月の全国の集いに呼応してそれぞれの地方でも「基本法推進の

集い」を開くことが提起され、２日目の午前のプログラムは「アルコール健康障害対策基

本法推進の集い in 東北」となっています。ASK（アルコール薬物問題全国市民協会）代

表の今成知美さんが基調報告をします。 
 
 浅虫温泉は東北の熱海とも呼ばれ、海に近い温泉地としても有名です。世界的に有名な

青森出身の板画家棟方志功さんもこの浅虫温泉をこよなく愛し「海も山も温泉も」という

板画を描いています。 
 
 今回の研究会が今後の各県各地域におけるアルコール対策を一層推進するきっかけとな

ること、そして各県各地域からの参加者の交流を深め、心身ともにフレッシュしてそれぞ

れの仕事の励みになることを心から願っています。 
そして数年～１０年後には青森県をはじめ東北各県の平均寿命が延び、最下位グループ

から脱して上位グループに位置することができるようになって欲しいと強く念願します。 
 

  第２６回東北アルコール関連問題研究会実行委員長 山崎 照光 

 



第 26 回東北アルコール関連問題研究会日程 

日程 プログラム 講師 

10月 25日 開会式  

特別講演 

13:30～15:00 

「平均寿命最下位の青森県と一位の長野県の違い 

         ～アルコール関連問題も含めて～」 

             弘前大学大学院医学研究科 

                科長 中路重之氏 

シンポジウム 

15:10～17:00 

テーマ 

「短命県返上と 

アディクション」 

 

１．薬物依存症の実態 

青森ダルク 

齋藤氏 

２．健康あおもり２１における青森県の対策の概要 

青森県健康福祉部 がん・生活習慣病対策課  

健康増進・生活習慣病対策グループ  

主幹 舘田有佳子氏 

３．市民に対する健康づくりの取り組み 

青森保健生活協同組合組織部 

  福士学氏 

４．たばこ問題 

青森市健康づくり推進課  

保健師 竹内紗千恵氏 

５．うつ・自殺問題 

青森県立精神保健福祉センター  

医長 菅原典夫氏 

各県代表者会議 

17:15～17:45 

 

懇親会 

19:00～21:00 

 

夜間集会 

21:00～ 

 

10月 26日 

 

公開講座 

9:30～11:30 

「アルコール健康障害 

対策基本法推進の集い 

in青森」 

 

１、「ハルくん全国プロジェクト」 

依存症家庭で育つ少年の物語を、お国ことばで！ 

プルスアルハ×ＡＳＫの啓発週間コラボ企画 

２、基調講演 

   アルコール健康障害対策基本法 

ASK(アルコール薬物問題全国市民協会)代表 

兼アルコール関連問題基本法推進ネット事務局長 

今成知美氏 



３、当事者からのアピール（以上は予定） 

  ・全断連東北支部様 

  ・全断連青森県支部様 

  ・AA青森グループ様 

閉会式 11:45～12:00 

 

１．大会実行委員長挨拶 

２．次回開催県挨拶（秋田県） 

 

 

 

 

参加申し込みについて 

・ 参加費用（参加は宿泊を原則とします。詳細を参加申込書にご記入下さい。） 

  全日程参加         １８，０００円 

  宿泊なし参加（懇親会まで） １０，０００円 

  ２日間参加          ３，０００円 

  １日のみ           ２，０００円 

 

・ 申し込み方法 

「参加申込書」にご記入の上、事務局宛に郵送または FAX にてご送付下さい。 

参加申込書送付後、「参加費」を下記の指定口座にご入金ください。 

【金融機関名】みちのく銀行 桜川支店  

【店番号】０４４  【口座番号】２６０６４４８ 

【名義】青森県アディクション問題研究会 会長 山崎照光 

 

・ 締め切り 

平成２６年９月３０日(火) 必着 

 

・大会会場案内 

  会場へのアクセスなどについては同封いたしましたパンフレット、浅虫観光ホテル様

のホームページをご参照ください。 

 

・ 問い合わせ先 

  〒030-0131 青森県青森市問屋町 1-15-10 

          生協さくら病院 精神リハビリ科内  

第 26 回東北アルコール関連問題研究会事務局 佐々木良範 

          ℡017-738-2101   

FAX017-738-2136  

e-mail；sakura-ot@r15.7-dj.com 

mailto:sakura-ot@r15.7-dj.com


第 26 回東北アルコール関連問題研究会 実行委員 
 

実行委員長 山 崎 照 光 生協さくら病院 院長 

実行委員 坂 本  隆 藤代健生病院  名誉院長 

実行委員 津 川 憲 次 臨床心理士 

実行委員 鹿 俣  亘 青森保護観察所 社会復帰調整官・精神保健福祉士 

実行委員 杉 田  正 芙蓉会病院   看護師 

実行委員 長 尾 秋 人 藤代健生病院  作業療法士・精神保健福祉士 

実行委員 成 田 真由美 芙蓉会病院   看護師 

実行委員 名久井 徳 子 芙蓉会病院   精神保健福祉士 

実行委員 上 口 昌 範 青南病院    看護師 

実行委員 竹 田 沙 織 藤代健生病院  精神保健福祉士 

実行委員 大 平 大 貴 藤代健生病院  臨床心理士 

実行委員 最 上 正 一 生協さくら病院 看護師 

実行委員 諏 訪 真 生 生協さくら病院 看護師 

実行委員 中 村 共 輝 生協さくら病院 看護師 

事務局長 佐々木 良 範 生協さくら病院 作業療法士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



申込書送付先 
〒030-0131 
青森市問屋町 1-15-10 
 生協さくら病院 精神リハビリ科内 
第 26 回東北アルコール関連問題研究会 事務局 

TEL:０１７－７３８－２１０１ 
FAX:０１７－７３８－２１３６ 
e-mail；sakura-ot@r15.7-dj.com 

担当：佐々木良範 
 

氏  名 性別 職  種 (注 1) 
全日程参加 10/25 10/26 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 
(注 1)参加は宿泊を原則といたします｡ 

参加日程が異なりますので、ご希望欄に○印をつけてください。 
 
 

申し込み代表者 

氏  名  

所属機関  

 
連絡先 

 

 

℡：     ―      ― 

 


